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SHRM e-learning libraryの利用価値

1. 視聴可能対象者：コンファレンスに参加出来なかった会員にも拡大
 SHRM Certification認定者、HRCI認定者の更新用として必要なもの

 まだ、SHRMコンファレンスに参加していない潜在顧客へのサービスにもなる

2. SHRM e-learning Libraryの収録範囲
 現在SHRM2019 annual conferenceまで、700 sessionsを収録している

 主にSHRM2017 -2019年次総会のConcurrent sessionを収録

 Talent management conference/ Employment law/Legislative conferenceの一

部も収録

 毎年非常に似た発表をする人には、最新版のものを割愛している

 SHRMの他のコンファレンスで同様の発表をしている場合、これも割愛している

3. 収録方法とクイズへの回答方法
 メガ・セッションは、映像も含めて、収録しているが、その他は、スライドと音声のみ

 セッション中の映像デモは、そのまま見ることが可能。

 クイズに答えて、６０％以上正解で、単位がもらえるので、認定の更新に使える。

 一度で、合格できなくても、どこが間違っていたかの確認は可能で、何回か挑戦するこ
とで、１００％正解は可能。最大試行回数は、１０回。

 配布資料をきちんと見ていれば、回答できるレベルなので、挑戦すると良い。
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欧米企業における人材マネジメント体験から、

多くの知見、職場の意識改革を引き出そう！ Part1

1. SHRM2019コンファレンス ラスベガス大会 注目された10テーマ
 HR4.0 HR as the Architect of Exponential Organizations, SHRM2019

（職場全体で顧客支援するザッポニアン、飛躍的成長を成し遂げるHR４０の基本理念とは？）

 How talent management changes when you go from local to global, SHRM2019

（建築業界のザッポニアン、優秀なグローバル人財を如何に獲得したのか？）

 Effective Talent Management Strategies in Southeast Asia,SHRM2019

（東南アジアでの優秀人財の獲得に役立ったタレント マネジメント）

 Why a comprehensive Well-being strategy is a Business imperative, SHRM2019

（職場でのしあわせ感が増すと、パフォーマンスや生産性、離職率・定着率が飛躍的に改善する）

 2019 Global Talent Trends, LinkedIn 2019

（職場を変革する４つのトレンド：ソフトスキル、職場の柔軟性、反ハラスメント運動、給与の透明性）

 Result-Based KPI’s Demonstrating impact for Bottom Line Results,SHRM2019

（結果ベースの人財指標を重視すると、現場の成功を引き出すことができる）

 The Rise of Analytics in HR, LinkedIn 2019 (調査報告書の概要)

（北米12業界で２２％の企業が人財分析にアナリティクスを導入し、今後さらに増える傾向！）

 Shyft, how to create an HR analytics strategy, SHRM2019 conference

（民営化されたオーストラリアの市中銀行が、People analyticsで、大変革を引き出した！）

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

2019年9月30日の戦略的人材マネジメント研究会では？
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欧米企業における人材マネジメント体験から、
多くの知見、職場の意識改革を引き出そう！ Part2

1. ATD2019コンファレンスとSHRM2019 コンファレンスの比較

2. SHRM2019 コンファレンス 注目のセッション （追加版）
 Virtual Reality 2019: Bonding Your Virtual Workforce to Your Organization, SHRM2019

（仮想の職場を貴社にて、実現するには？）

 The Future of HR Technology: How It Will Impact You and Your Organization,SHRM2019

（HRテックの将来、あなたの会社にどんな影響を与えるのか？）

 Cultural Transformation at Microsoft, SHRM2019

（マネジャー・リーダーの意識改革が進むマイクロソフト）

 Competing in an Era of choice, SHRM 2019 

（多様な選択肢の時代、従業員経験の機会提供で、定着を目指す人事施策）

 Delivering Happiness, SHRM2019

(職場に、しあわせを届けるには？）

 Moving Beyond Unconscious Bias in the Workplace, SHRM2019

（職場での無意識な思い込みを防ぐには？）

 Metrics that matter & making metrics matter, SHRM2019

（変革の起爆剤となる人財指標の活用で、現場に気づきを与えて、明るい将来を導く！）

 Harnessing Data & Analytics to impact Talent Management strategies, SHRM TM2019

（タレント マネジメント戦略の効果を高めるデータ分析戦略とは？）

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 4
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世界の人材マネジメント関連団体の国際大会に
今度で通算３1回参加（年次総会30回）

団体名 概要 特徴 調査・参加・発表の実績 回数

人材マネジメント協会
（SHRM）会員約30万

人材マネジメントHRM

に関するテーマ全般

2010年より、戦略的マネジ

メント、タレントマネジメン

ト、国際HRを強化

2010ー2019 SHRM年次総会10年連続参加

2015 SHRM CP/SCP HRプロ認定

準備セミナー修了(日本初）

10

タレント開発協会（ATD、
旧称ASTD）
会員約4万

人材開発、人材育成、

リーダーシップ、マネ

ジメント、ＲＯＩ，効

果測定、ＨＰＩ他

副題がWorkplace, Learning 

& Performance (WLP)

CPLP, コンピテンシー、ＲＯ

Ｉ及び効果測定、タレント・

マネジメントに力を入れてい

る。

2002 *HPI認定プログラム修了

2002   ROIコンファレンス参加(日本初)

2004 *ROI 認定プログラム修了(日本初)

2006 *組織改革認定プログラム修了

2007 *Career planning & Talent 

management認定プログラム修了(日本初)

2003-2011 9年連続 年次総会参加

10

HR SUMMIT
シンガポール

SHRMのアジア版

人材マネジメント一般

5月に2日間シンガポールで開

催。参加者4000名
2012 ５月参加 1

国際パフォーマンス改善協
会（ISPI）会員約1万

Performanceに関連す

る全般

パフォーマンス改善HPIに、特

に力点を置いている
2003/2004/2005３年連続参加/発表2004 

**HPT 認定2プログラム修了(日本初)

2005 *人財価値の測定コース修了

3

国際メンタリング学会（米
IMA）

メンタリング全般の

普及活動、大學中心

効果測定は、重要な手法とし

て重視
2003/2004/2005/2006/2009(日本初)

５回参加＆発表(日本初)

、*ハイ・インパクト・メンター・プログラム修了

5

欧州メンタリング＆コーチ
ング協会（EMCC）

メンタリング＆コーチ

ングの普及

効果測定は、重要な手法とし

て重視
2003 日本から初参加・発表 1

TDRP コンファレンス タレント開発報告指針

TDRP業界標準

組織全体でのタレント開発状

況を見える化する仕組みをつ

くり、改善・軌道修正をする

業界標準

2013.10 *TDRP Workshop及びTDRPコン

ファレンスに参加（日本初）

1

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

備考：*印は、筆者が、修了した9認定プログラムを示しています
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SHRM2019/ATD2019比較研究
どちらがよりＨＲプロに必要な情報を得られるか？

項目 人材マネジメント協会ＳＨＲＭ タレント開発協会ATD(旧称ＡＳＴＤ)

会員数 165カ国、約30.2万人(2019) 120ヶ国、約4万人 (2019)

大会参加者 約18,000名（2019年次総会、展示員抜き） 約13,500名（2019年次総会）

海外参加者
（2019年次総会）

カナダ(258), 韓国(195)、ナイジェリア(79)、ジャ
マイカ(67)、中国(66)、インド(51)、日本(50)、

（2019年実績）

韓国(369)、カナダ(337)、日本(227)、中国(163)、
ブラジル(118), （2019実績）

2019実施
時期/場所

2019年6月23-26日（3.5日間）
ラスベガス

2019年5月19-22日（4日間）
ワシントン D.C.

主な対象者 ＨＲＭプロフェッショナル
（主に人事・総務、国際人事のプロ）

L＆Ｄ/WＬＰプロフェッショナル
（主に人材育成・人材開発のプロ）

セッション数 約286(205)（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ/教育他） 約300（各種ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ/教育他）

参加費
概算

＄2,370(一般）、$1,950（会員）
国際代表団用特別割引＄1,355程度
（ランチ2回、レセプション3回、
お楽しみ会1回の料金が含まれます）

＄2,500（一般）、＄2,175（会員）
国際代表団用特別参加費＄1,325(会員)

（ランチ２回、スナック2回、レセプション1回の料
金込み）

2019年次総会で入
手可能な情報量

配布資料ダウンロード約200以上、
約200セッションのオーディオ&スライドが
約$199で１年間視聴可能に！
（会期終了後、2ヶ月後から、eLearningとして、視聴可能、
既に、600 (2013-2018版)以上のセッションがe-
learning化され、誰でも視聴可能）、2019年で、1000
セッションを超える予定。

配布資料ダウンロードは、無料で可能に！
コンカレント セッションの125セッションのオーディオを
無料で視聴可能に。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.
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SHRM/ATDセッション比較

ATD2019 Education sessions

公式には、300(208)と発表
 Career Development(17)

 Global Perspective(12)

 Talent management(31)

 Instructional Design(38)

 Leadership Development(48)

 Learning Technologies(37)

 Learning Measurement and 

Analytics(18)

 Management(12)

 Managing the learning 

function(15)

 Training Delivery(30)

 Healthcare(9)

 Science of Learning(31)

 Government(8)

 Sales Enablement(12)

 Higher Education(4)

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

SHRM2019が提供する６トラック
全286セッション中、内Concurrent 

sessionは、205と言う

1. Workplace Strategy(28) 

2. Business Acumen & Metrics(11)

3. Compliance(37)

4. Global HR (22)

5. Leadership(15)

6. Communication(16)

7. Talent(46)

8. Technology(7)

9. Compensation & Benefits (25)

SHRM3.5日、ATD4日間なので、
直接の比較は、できないが・・・

267
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SHRMコンファレンスでの分類項目事例

SHRMが提供する9トラック
1. Workplace Strategy(28) 

2. Business Acumen & Metrics(11)

3. Compliance(37)

4. Global HR (22)

5. Leadership(15)

6. Communication(16)

7. Talent(46)

8. Technology(7)

9. Compensation & Benefits (25)

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

SHRMコンピテンシーでの8項目
 Leadership and Navigation

 Ethical Practice

 Business Acumen

 Consultation

 Critical Evaluation

 Relationship management

 Global and Cultural effectiveness

 Communication

 Technical Expertise and Competency

この中で、日本の人
事総務で関心をもつ
のは、米国法や裁判
事例を除く、実践的
な内容

日本の人事総務の方
にもわかりやすい分
類項目として、つぎ
に紹介する１７分類
項目にて、再分類し
ましたので、参考に
して下さい。
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人事総務必携17項目による分類

1. Strategic Business Partners/Strategic Business Leader

2. Generation and retention issues

3. New Performance management, Performance review, Feedback

4. Engagement, Motivation, Recognition

5. Talent management, Talent acquisition, Branding

6. Total rewards, Compensation, Benefit, Incentive

7. Innovation, Technology, Creation

8. Culture, Change, Resilience

9. Leadership, Communication, Influence

10.L&D, Career development, Employee experience

11.Workplace strategy, Small business, Trust

12.Ethical practice, Relational management

13.Harassment, Moral, Violence

14.Global HR, Global mindset, Global M&A

15.Diversity and inclusion, Gender issue

16.Business acumen, HR Metrics and People Analytics

17.Future of HR, new HR trends

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 出典：SHRM2018 Conferenceのサイトから検索して、作成 9



ＳＨＲＭ２019、注目のセッション（６）
Total reward, Compensation, Benefit, Wellness

テーマ タイトル 発表者 概要

06/24/2019
03:00 PM -
04:00 PM

How to Ensure the Success of 
Your Variable Pay Program

John A. Rubino, CCP, CBP, GRP, 
WLCP, President, Rubino 
Consulting Services

８段階の変動給与システムの効用を紹介します。特に、１０分野では

効果を発揮します。

06/24/2019
01:30 PM -
02:30 PM

What Next?: Communicating 
Complex HR Subjects to 
Employees with Short Attention 
Spans

Karl James Ahlrichs, Senior 
consultant, Gregory and Appel

SHRM等の最新の調査結果を踏まえ、現在の報酬やベネフィット戦略

は、どうあるべきなのかを考えるセッションです。特に、ミレニアル

やZ世代では、従来と相当異なる考え方をしており、現在の社員の動

向を踏まえて、検討すべき時期にあります。

06/24/2019

03:00 PM -

04:00 PM

Virtual Reality 2019: Bonding 

Your Virtual Workforce to Your 

Organization

James Bernstein, Partner and 

national solution leader, Mercer 

Marketplace 365+

副業や色々な体験機会を作ることで、エンゲージメントを高める手法。

トータルリワードの中に、このような体験の機会を含めると、効果

が高いされる。職場分析、AIの可能性に関しても議論します。

06/24/2019

03:00 PM -

04:00 PM

A Journey Through the Future of 

Health Care: First Stop–HR and 

Analytics

Sheryl Simmons, Chief human 

resources officer, Maestro 

Health

従来、従業員の健康を無視する傾向があるが、結局コスト削減の機会

を逃すことになりかねない。不健康な従業員は、健康的な従業員と比

べ、健康関連費用がよりかかることになります。今後は、データ分析

をすることで、コスト削減が可能に。

06/24/2019
04:15 PM -
05:15 PM

Translating HR to Net Profit: 
Showing the C-Suite the Real 
Bottom-Line Impact of HR at 
Your Firm

David Lewis, Founder, president 
and CEO, Operations Inc.

ビジネスケースにて、HR関連の費用対効果ROIを活用して、HRがい

かに役立っているかを示す手法を紹介します。ベネフィト経費、採用

関連経費、人財開発経費、離職率、技術関連経費が含まれます。

06/24/2019
04:15 PM -
05:15 PM

Benefits in the Workplace: An 
Update, and Competitive 
Practices for Impact in 2019

Liz Supinski, Director, Research 
Projects, SHRM

SHRMでは、ベネフィットの戦略的活用に関する動向調査を実施して

います。この活用により、現在のタレント マネジメントの効果を高

め、従業員の生活を豊かにすることが可能になります。

06/25/2019

02:00 PM -

03:00 PM

The Tech Effect: Creating 

“Smart Shoppers” Through Your 

Benefits Enrollment Platform

Tricia Collins-Schmidt, 

Senior director, Health & 

Benefits, Willis Towers Watson

ベネフィットの選択でも、オンライン ショッピング同様に、選択可

能にできるようにするべきだとするセッション。

06/25/2019
03:30 PM -
04:30 PM

Benefits Policy Crystal Ball: A 
Conversation with Washington 
Insiders

Tracy Watts, Senior 
partner, Mercer
Chatrane Birbal, Senior advisor, 
Government Relations, SHRM

連邦政府でのベネフィット関連の見方を紹介するセッション。2018

中間選挙の結果、どう変わったのか？ Time-off benefits関連最新情

報。企業の厚生福利計画への期待度 他。

06/26/2019
10:00 AM -
11:00 AM

Strategic and Nontraditional 
Steps to Bend Your Company's 
Health Care Curve

Wade Larson, Chief human 
resources officer , Wagstaff, Inc.

本セッションでは、健康関連コストを下げても、ベネフィットを維持

あるいは、改善するには、どうすべきかを考えます。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 出典：SHRM2019 Conferenceのサイトから検索して、作成
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新世代対応の効率的、効果的人事システム
の導入で、業績改善を実現しよう！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

若い世代の職場対応するために、若
い世代に相応しいキャリアパスや福
利厚生システムに改善することで、
従業員満足を高め、業績改善につな
げる手法！

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 11



従来のやり方が使えなくなる時代、
人事は、どう対応すべきだと思いますか？

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

デジタル化の流れにより、従
来のビジネスモデルが崩れ、
AIが普及することで、自動化
が進み、業務革新が急速に進
展します。

テキスト マイニングにより、
HRのデジタル化、従来のスキ
ルの陳腐化が進み、あたらしい
スキルの流れが到来しているこ
とを知ることができます。
また、多様化に対応するため、

柔軟性、迅速性が求められます。

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 12



技術の発展は、人の仕事を奪うのではなく、
過去できなかった多くの可能性を提供します!

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

一段上の人間性が
求められます！

永続性

予測分析

互いに気づく 組織化する

技術の急速な発展により、人間に近い能力を身につけ、過去や現在の人間を超越
した存在になります。これをどう使いこなせるかも、我々の考え方や、対応次第だ
といえます。

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 13

双方向データ交換
ビックデータの氾濫

破壊的技術の到来



デジタル ネイティブな新しい世代の登場により、

より高い次元の仕事が可能になります！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 14



インターネットを使った定額/低額、即配による社会の
資産の有効活用こそが、新市場を掘り起こす起爆剤に！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019

インターネットを利用したアマゾン、Uber、AirB&B、Spotify等の急
成長は、その典型的な成功事例で、店舗販売を主流としていたターゲット
も、子供受けする商品をインターネット販売することで好評を博した。
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ライドシェア業界は、急成長

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019

その中でも、Uberを中心にしたライドシェア（日本の白タクに近
い）は、米国だけでなく、すでに中国、インドネシア等でも大流行で、
急成長！
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定額制のオンライン娯楽サービスが、急成長

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

年間では、$1.5B

アマゾン等が、AIを活用
したレコメンデーション
により、受注が急速に拡
大！

インターネットを使い、い
くら聞いても定額のサービ
スにより、音楽産業の売り
上げが、急速に拡大！

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 17



明確なキャリアパスの提示とキャリア支援の
提供で、若手人材の意識は大きく改善した！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

早期離職が問題視された若手人材は、キャリアパスの事例を動画で提示すること
で、やって見たいとする気持ちが高まり、活き活きと頑張る様になります。
他社に転職する可能性を恐れるのではなく、彼らの意欲を引き出すことで、目標

達成の意欲を高めて、達成率をあげて、会社の業績の改善につながります。
仲間から色々な応援を得られることを知ると、定着率は、更に高まります。

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 18



健康回復だけの福利厚生サービスから、
隠れた才能を引き出し、これを育てる総合支援サービスに！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

新たな経験の機
会の提供が、新た
な課題に！
これが若者に大

人気！

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 19



社員サービスから学んだ視点が、
顧客サービスに役立つ！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

従業員視点と、顧客視点は、一致することが多い。
従業員視点に力を入れることで、顧客満足を高めるきっか

けになり、業績を引き上げることになります！

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 20



社員サービスの中から学べる仕組み作りが
急速に進んだことで、成功した事例が急拡大！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

ベネフィットだけでなく、体験を提供することも役
立つもの

各自にあったプログラムを提供するのが、ベスト！

年中行事、各種体験プログラム、関連する副業機会
の提供も選択肢の一つです！

不要なものは、削除して、要るものだけにする！

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 21



仕事体験の事例を共有し、機会を提供！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

現在の業務に関する仕事で、どんな仕事の体験が役に立つのか、もし興味があれ
ば、尚更、意欲が増すことになる。
そのような仕事体験をした事例を公開することで、自己宣伝と共に、他の人への

刺激剤にもなる。Sodexoの事例等。

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 22



関連業務の体験機会の提供こそが、
成長の起爆剤になる！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

各種のタレント マネジメントの実施や、関連する副業等の体験機会を提供する
ことで、色々なキャリア体験をさせて、隠れた才能を引き出し、それを磨くと同時
に、現在の業務との相乗効果を引き出すことが重要な時代に！
これにより、顧客の気持ちを理解できるようになり、顧客サービスの改善にもつ

ながることに。

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 23



若手社員には、大変効果が高いと、大好評！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

新しい総合支援サービスは、若手社員から、大好評。
その結果、8.5%の経費削減、年間の一人あたりの人件費も＄1100削減。
HDHP計画への参加者が、64%増加、等々。

HDHP: 高免責医療保険(High Deductible Health Plan)
CDHP: 消費者主導医療プラン(Consumer Directed  Health Plan)
HSA: 医療貯蓄口座(Health Savings Account)

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 24



新しいタイプのトータル リワード制度は、
これからの人事戦略には、欠かせない存在に！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

社員から学習事例を学び、社員にキャリアパス事例や福利厚生等の数
ある選択肢の中から選ばせ、それから生まれる便益を高めることで、業績
に反映させることができる！

単純な福利厚生サービスから、社員の要望に沿ったキャリア支援を含
めた幅広いサービスにすることで、若者受けし、費用対効果も改善、業
績にも反映させることができるようになった！

Source: Virtual Reality2019: Bonding your Virtual Workforce to your Organization, SHRM 2019 25



ＳＨＲＭ２019、注目のセッション（7）
Innovation, technology

テーマ タイトル 発表者 概要

06/24/2019

01:30 PM -

02:30 PM

The Future of HR Technology: 

How It Will Impact You and Your 

Organization

Tim Sackett, SHRM-SCP, 

President, HRU Technical 

Resources

これからHRで、どんな技術が、必要になるのか、何に時間をかける
べきなのかをHRベンダーとしての造詣が深い話者が、まとめて解説
します。特に、一番動きの早い分野に関して、話してくれるそうです。

06/24/2019

03:00 PM -

04:00 PM

Why Employers Need to Think of 

Artificial Intelligence as an 

Employee

Jim Link, CHRO, Randstad 

North America
迅速対応の要望は、年々増加しており、AIやロボティックに
とって代わる時代になった。だが、その業務内容をどう評価す
るのか、経営層にどう対応するのかです。

06/24/2019

04:15 PM -

05:15 PM

LinkedIn Insights: How AI Is 

Changing How We Hire

John Jersin, VP of product for 

Talent Solutions and 

Careers, LinkedIn

リンクトインのVPが、AIの導入と今後の採用戦略に与える影
響を説明するセッションです。

06/25/2019

10:45 AM -

11:45 AM

Ditch the Drama: Innovation and 

Collaboration Are Your Natural 

State

Cy Wakeman, Cy Wakeman, 

Inc.
人は、幸福と無駄との間を行き来していると言える。状況を変
えようとして、ドラマ作りをし、説明責任を果たすことで、エ
ンゲージメントを高めようとしています。人間関係を前向きに
することで、戦略的目標の達成に近づけることになります。

06/25/2019
02:00 PM -
03:00 PM

Transforming HR with Design 
Thinking

Stuart Chittenden, Founder & 
principal , Squishtalks

現代ビジネスでは、迅速かつ強靭な従業員、組織学習が求めら
れています。デザイン思考の原則を導入することで、革新と従
業員経験の機会をもたらすことが可能です。HRがこの変革を
どのように実現すべきかを考えるセッションです。

06/25/2019
02:00 PM -
03:00 PM

Using Artificial Intelligence to 
Enhance the Employee 
Experience

Jeanne Meister, 
Partner, Future Workplace

AIの基本を学び、それをどのように導入するのかを考えるの
は、HRの仕事です。今後の採用計画、従業員エンゲージメン
ト、キャリア開発、パフォーマンス マネジメント、社内異動
等でAIの導入へのリーダーシップをとる必要があります。

06/25/2019

03:30 PM -

04:30 PM

Unleashing Creativity and 

Innovation

Serely Geraldine Alcaraz, 

Country head, ITD World 

Philippines

創造性と革新とは、意味が違います。それでは、革新を生み出
すためのツールとしてどんなものがあるのかを考えるセッショ
ンです。

06/26/2019
10:00 AM -
11:00 AM

Why a Comprehensive Well-Being 
Strategy Is a Business 
Imperative, and How to Make It 
So

Autumn Krauss, Principal 
scientist, SAP SuccessFactors

ピープル戦略において、科学や高等技術を活用してでも、幸福
をいかに実現するかが鍵になります。最近の技術の進歩により、
従業員経験、健康、幸福、エンゲージメント、さらには、パ
フォーマンスの改善に役立つ事例を紹介します。

06/26/2019

11:30 AM -

12:30 PM

Technology Meets HR: Selecting 

and Justifying the Right 

Solution

Joe Rotella, SHRM-SCP, Chief 

marketing officer, Delphia 

Consulting, LLC

技術を活用することで、管理的な仕事から、戦略的業務に集中
することが可能になります。７段階ステップを導入し、意思決
定を可能にするビジネスケースの構築に注力することです。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 出典：SHRM2019 Conferenceのサイトから検索して、作成

注目
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これからの時代、HRテックの有効活用で、
生きるか死ぬかが決まる！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

これからのHRテックは、皆さんや会社
にどんな影響を与えるのであろうか？
これを使いこなせるかで、HRプロと

しての真価が問われる時代に！

Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 27



数多いHRテックが溜まっていく時代

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 28



HRテックが活躍する１３分野

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

採用・入社活動、ベネフィット＆補償
活動、学習と人材開発、従業員の認知、
従業員へのフィードバック等、どれを取
っても、最新のHR技術が活躍しており
、従業員のライフサイクルの全過程で、
エンゲージメントの引き出しに貢献して
います。
一般的には、次の１３分野での共通要素として、

HRテックが活躍しています。

 新入社員の受け入れ

 トータル リワード

 報償制度全般

 タレント採用全般

 HR分析の分野

 勤怠管理、給与計算

 技術継承関連

 福利厚生関連

 学習と人材開発

 業績マネジメント、HRIS、ベネフィットマネジ
メント

Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 29



急速に進化したタレント マネジメント
ソフトの有効活用が最短距離に！

何百社が各種のアプリを提供。
皆さんは、どれを選びますか？

日本にも、同等のアプリが多数
存在します。

タレント マネジメントソフト
の中にも、同等の機能が含まれて
おり、これを活用することです。

最新版のタレント マネジメン
ト ソフトでは、各種の個人デー
タを一々入力する必要がなく、便
利な統合ソフトとして、活用する
ことができます。

また、各種のビックデータとリ
ンクしているものもあります。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 30



人間とAIの賢い使い分けが鍵に！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019

従来は、顧客ごとにサーバーを持っ
ているケースが多かったですが、保守
も大変で、専門家が社内に必要になる
こともあり、現在では、非常に便利な
クラウドサービスが普及しています。
最新バージョンへのアップデートも
やってくれて大変便利です。
人数が少ない場合は、お手頃価格で

実現できるのも、魅力です。
さらには、AIに搭載された自動学習

機能を活用すれば、優れた能力を発揮
できるようになります。省力化や質の
向上が期待されますが、まだ、人間が
優れた領域もありますので、業務内容
による使い分けが必須になります。
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AI分野を一般定型業務に有効活用し、
一層戦略的業務に集中 せよ！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019

AIは、HR、特に採用分野での一般定型業務の置き換えには、
適しているが、戦略策定、複雑な内容の報告やマネジメント分
野では、人間が適していると言えます。

AIは、各種人材状況の記録・検索、更には、HR解析にも適し
ており、この分野での利用が、今後広がります。

タレント マネジメントの統合ソフトを導入すれば、社内の人
事データの出し入れ、解析を迅速にでき、これをダッシュボード
化して、経営判断や現場でのマネジメントにも活用できます。
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タレント解析結果を参考にして、
職場での育成活動の柱を決定、実行する

HR解析では、現在何が起きているのかを判断

するため、ビジネス報告書、経営ダッシュボー
ド、スコアカードを活用して、記述分析
(Descriptive analytics)を行います。

次の段階として、現状から判断して、将来何
が起きそうなのかを見るために、予測分析
(Predictive analytics)に進めます。

さらには、戦略や目標を達成には、どんな手
法が必要なのかを検討するための処方分析
(Prescriptive analytics)を行うのが普通です。

これからは、これらの情報を参考に、タレン
ト分析(Talent analytics)を行い、今後の行動計
画、育成計画を立て、実施します。

特に、キャリア支援を中心に、職場でできる
ことがないかを検討し、活躍の場を提供します
。

これらの実践にも、HRテックは、不可欠な存
在になります。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 33



Talent analytics とは？

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

Talent analytics とは、ビジネス上の

課題を解決するためにpeopleデータ
（動的データ）を解析して、証拠ベース
の意思決定を可能にする手法のこと。

People analyticsは、財務分析、HR分析、監督上の解析を含むものとされ、年

齢、学歴、学習データ等の静的データの他に、社員のモチベーション、ストレス、
働き具合、満足度を見える化した動的データを加えて、意思決定に役立てようとす
るものです。この中には、人材のポートフォリオ分析、チーム ビルディングも含
まれます。

Source: Shyft, how to create an HR analytics strategy, SHRM2019 conference 
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業績拡大のためにも、
HR分析(analytics)は、不可欠な存在に！

 マイクロソフトのWorkforce 
analyticsは、大変便利なツールです
。

 生産性を高めるため、何をどこに資金
を投資するべきなのか？

 業績を達成するために役立つ技術を如
何に改善するべきなのかを考えます。

 ミレニアル世代にも人気のモバイ
ル（スマホ）が、近年急速に普及
しており、スマホ対応のソフトが
主流を占めています。

 タレント マネジメント ソフト
でも、ミレニアル世代に対応した
スマホ対応ソフトが標準装備され
る時代になりました。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 35



顧客にも、社員にも、
オーダーメイドの対応をする時代！

 今では、８５％以上の人が、スマホ経
由で利用しています。

 Z世代の人も、以前と違い、２４時間
、毎日、スマホを使う時代なのです。

 83%の労働者が、デバイスを超えた敷
居のないアクセスを求めています。
（これは５G世代の到来で、実現可能。）

 社員、さらには、お客様も、各自の
ためにカスタマイズされた仕事環境
、ベネフィット、人材開発計画を期
待しており、お仕着せ、標準的な内
容では満足しない時代です。

 他と同じ対応では、満足せず、「あ
なたのために用意したもの」を期待
しているのが、現在の特徴と言えま
す。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 36



エンゲージメント測定には、３段階あります。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019

従業員エンゲージメントの調査法には、３段階があります。

トップ ダウンで年１調査をするのが、最初の段階で、エンゲージメント1.0と呼ばれます。
最近は、タレント マネジメントの搭載されているパルス調査を活用して、迅速にフィードバックを得る手

法です。頻度も多く、AIを使って、分析して、それを参考にして、改善施策を立てる。これが、エンゲージメ
ント２.０になります。

次の手法として、HRMS、ONA、その他の行動観察ツールを使って行われるのが、エンゲージメント3.0
になります。専門性が高い内容で、各種のセンサーを活用して社員の行動観察するもので、色々な動的観察が
、可能になります。People analyticsには、このレベルが一番効果的だと言えます。
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ここまで、来たか！
体内埋め込みタイプや感情を読めるデバイスまで登場

 メガネタイプ、腕時計、ブレスレットタイプ
まで登場し、人間の行動を観察する時代！

 Wisconsin社では、手に埋込型のデバイスを
活用

 アップル腕時計が使われることもあります。

 Facebookが皆さんの行動をビックデータ化
してますので、それを活用するやり方もあり
ます。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 38



これからは、社員の行動データをビックデータ化して、
経営判断やマネジメントに活用する時代！

 人事における６つの基本ステップにおいて、各種のHRテックが活用
されています。

 すでに、米国企業の90%以上が、これらの便利な手法やツールを活
用して、社員や候補者の声を聞こうとして、苦労しています。

 ビックデータ化した行動情報を今後の採用活動に活用する動きもあ
ります。

 社員の行動を観察すると、反発を受けるのではないかと、懸念して
いると、いつの間にか時代遅れの会社に、なっていることでしょう

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 39



採用、広告活動の動画化は、
もはや常識の時代に！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019

採用活動のAI化は、
今や常識になった！
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インタービューの予約まで、AIが引き受けます！

 これからの採用は、インタビューのスケジュール
管理までも自動化される時代です。

 Z世代は、新デバイスに抵抗感が少なく、むしろ
、最先端な企業としてのブランドイメージの貢献
に役立ちます。

 今や、そういう時代に突入したと言えましょう。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019

皆さんは、そんな
時代にどう対処し
ますか？
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採用活動にもブロックチェーンが活躍する時代！

 日本でも、企業向けのブロックチェ
ーン サービスが始まります。（三
菱UFJグループ他）

 例えば、候補者と企業間での経費補助
等の支払い、ポイント付与サービスも
可能になり、その他、各種の支援サー
ビスを提供することが、ブランドブラ
ンドイメージの改善に役立ちます

 莫大な広告宣伝費を使うより、有力候
補者との強いつながりを構築するため
にブロックチェーンを活用して、採用
確率を高めたいと思いますか？

 皆さんは、率先して先行導入すること
で、先手を打ちますか、それとも後手
になり、優秀な候補者に逃げられて
も仕方ないと考えますか？

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: The Future of HR technology: How it will impact your organization, SHRM 2019 42



ＳＨＲＭ２019、注目のセッション（8）
Culture, Change, Resilience

テーマ タイトル 発表者 概要

06/23/2019 0
1:00 PM -
02:00 PM

Delivering Happiness Jenn Lim , CEO and chief happiness 
officer , Delivering Happiness

Zappos および Delivering Happinessの成功事例を紹介。
ビジネス モデルとしてのHappinessが、企業の利益、従業員
の情熱や目的の達成に貢献しているかを学べるセッション。

06/23/2019 0
1:00 PM -
02:00 PM

Banish Stress and 
Cultivate Extreme 
Resilience: A Proven 
Methodology

Srikumar S.Rao, Ph.D., CEO and 
founder, The RAO Institute

昨年同様、コロンビア大学の有名教授のスリクマー博士によ
るセッション。今回は、ストレスがテーマで、ストレスを軽
減する５つの手法、回復力を強化する２手法を紹介する。幸
福論に関する話も期待できそうだ。

06/24/2019 0
7:15 AM -
08:15 AM

It's Not About the Coffee: 
Leadership and Culture 
Lessons from the Ups and 
Downs at Starbucks

Jason Barger , Founder , Step Back 
Leadership Consulting
Howard Behar, Former 
president , Starbucks Coffee

スターバックの前会長が、受け身姿勢の社員を、積極的に事
前対応する姿勢に変わったのかを解説するセッション。６A
プロセスから始まり、失敗した時の対応を紹介します。気づ
きを如何に与え、行動を促す気風作りが重要になります。

06/24/2019 0
1:30 PM -
02:30 PM

Developing a High-
Performance Culture That 
Enables Your Company to 
Grow and Thrive

Amy Cappellanti-Wolf, SVP & 
CHRO, Symantec

ビジネス戦略と企業風土の整合性が取れた企業は、より成長
し、利益も上がると言えます。シマンテックでの事例をベー
スに、多様な人材を如何に巻き込み、強力していくのかを考
えます。

06/24/2019 0
3:00 PM -
04:00 PM

It's Not Magic: You Too 
Can Create a Culture of 
Futures Thinkers

Richard Ramsey, Vice president, HR -
Walt Disney International,
The Walt Disney Company

Disneyの人事副社長が、全社的に導入した将来思考を植え付
ける意識改革プログラムの導入事例を紹介するセッション。

06/24/2019 0
4:15 PM -
05:15 PM

Cultural Transformation 
at Microsoft

Joe Whittinghill, Corporate vice 
president of talent, learnings and 
insights , Microsoft

マイクロソフトで過去３年間行われた「誰でも知ってる」か
ら、「全てが学ぼう」への成長心を高める企業風土改革の推
進を報告する。

06/25/2019
02:00 PM -
03:00 PM

Transforming HR with 
Design Thinking

Stuart Chittenden, Founder & 
principal , Squishtalks

デザイン思考でHRに変革をもたらすには、どうするべきかを
考えます。

06/25/2019 0
3:30 PM -
04:30 PM

The PNC Approach to 
Creating a Culture of Well-
Being

Liz Harrington, Vice president, 
manager of Health and Wellness 
Strategy, PNC Financial Services

個人向け銀行であるPNC銀行が、社員の幸福を支援するプロ
グラムをどのように実施したのかを発表するセッション。人
生支援プログラムやEAPプログラム（従業員支援プログラム
）の事例として、参考になります。

06/26/2019 1
1:30 AM -
12:30 PM

The Neuroscience of 
Change

Richard Solomon, Managing director 
and principal consultant, Development 
Consulting Center Ltd.

脳心理学の面から、意識改革の必要性を問うセッション。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 出典：SHRM2019 Conferenceのサイトから検索して、作成
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ザッポスに導入された「しあわせ便」を
ザッポスのコンサルが、詳細解説

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

ザッポスでのDelivering Happinessの
ベースになった考え方を学ぶことができ
ます。

香港系米国人
が台湾系の
ザッポス社長
(Tony Hsieh)

を支援！

Source: Delivering Happiness, SHRM 2019 44



DHの設立には、二人の創業者

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019 45



何と世界の87%の企業では、
従業員エンゲージメントが低い !

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019 46



トップ５０企業では、目的意識が高い！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

目的意識(purpose)

が高いと、400% 
高好業績に !

職場風土の改善で、
競合企業より、
３倍成長する！
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しあわせモデルは、大きな好影響をもたらした！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

職場でのしあわせ効果
しあわせは、
業績に好影響
を与えている！

燃え尽き症候群を125％改善

生産性31%改善

売上37% 増

定着率44%改善

革新効果300%以上

病欠66%減少

離職率51%減

20年以上の研究から、
しあわせ感の改善で、
業績に好影響を与えて
いることが判明 !
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「しあわせモデル」は、３つのセンスの集合体

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

これだけの「幸福の科学」を集大成！

科学的センス

ビジネスセンス

ヒューマン センス
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従業員がしあわせだと、

顧客もしあわせ、会社も成功 !

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019 50



高い目的意識(Purpose)を引き出す！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

『どんな高い目的があるのかを示し
て、やる気を引き出す』

まず、最初は、職場で仕事をする場合、
高い目的意識を引き出すことから始めま
す。
何も、高邁な言葉を、壁に掲示するだ

けでは、ありません。
「自分の仕事は、何のためにしている

のか」であり、チーム内の仕事の一部を
しているに過ぎないとしても、将来、自
分のキャリア上でも、どんな意味がある
かを理解することです。
そのためには、自分が将来、何を目指

しているかが明確でないと、このイメー
ジをつかむことは、難しくなります。
例えば、Airb&bでは、Belong 

anywhereであり、ザッポスでは、
Delivering Happinessになります。
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しあわせを呼ぶ意識を高めよ！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

『３つの感覚を高めよ』
職場での「しあわせ感」が高いと、「生産性」
も上がります！
1. 進捗状況を常に把握していますか？

（少しは進歩したのか、それともちっとも進んで
ないのか？）

2. 自らの統制意識を持ち、自律しています
か？（時には、高い見地から見ることもあるし、
皆さんの気持ちを考えることもあります。いずれ
にしても、自律してますか？）

3. 職場での連帯意識が高いですか？ （関係性が
高いと、自己投資もするし、従業員の方は、友達
の様に感じるものです）

『次の５つの習慣を持ちなさい』
1. 切れることなく続ける
2. 常に意識を集中させる
3. 楽観的に考える
4. 相手のことをよく考える
5. 感謝を忘れずに！

もし、燃え尽きかけているのであれば、
mindfulnessの気持ちを持たせます。もう無理だ
との雰囲気が漂っているのであれば、いっそのこ
と、感謝の気持ちを示すことです。

Source: Delivering Happiness, SHRM 2019 52



コアバリューを重視し、育てる意識を高めよ

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

『企業風土の中での、DNA の存在』
コアバリューには、会社の特徴が含まれ、社員

を支援し、ビジネスの目標との整合性が取れてい
ますか？ 価値観は、企業風土の基盤になるもの
であり、社員と共にあるものです。

『存在を認め、報いる』
皆さんは、社員の行動を認め、行ったこ

とを、きちんと報いてますか？

例えば、価値観と行動には、次の様なも
のがあります。
 互いに成長する仲間づくり
 一緒に働いてない人を仲間に引き込む
 貢献していることを伝える
 頼まれなくても、手助けする
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５つの習慣に対する懸念事項！

 組織風土や、職場風土の違い、伝統文化、宗教の違い、男女の違い、マネジメントやリーダ
ーシップに関する捉え方の違いがあり、ワンパターン的に進めることは出来ず、多くの社員
の抱える課題により、柔軟な対応が求められます。

 米国企業にありがちな、働き過ぎ、燃え尽き症候群、混乱ぎみの職場には、Mindfulness、
NLP等の科学的心理手法は、一部の効果がありますが…

 年功序列、定年制、終身雇用が定着した社会や男女や人種の差別意識が強い社会では、どれ
だけ自律する意欲、キャリア意識があるかが大きな課題になります。

 多様化した社会では、もはやマニュアル通りに進むことは少ないものです。そのため、互い
に成長する仲間をつくり、早めに自律して、自分もできる自信をつける機会を提供すること
で、自分で判断する能力を育てます。自律した人たちが、相手から頼まれなくとも、他の人
を支援することで、その喜びを共有できます。

 日本企業の場合は、年功序列、定年制が長年続き、キャリアは、転職の時に必要だと決めつ
け、終身雇用が保証されれば、キャリア意識は、不要だとの古い考えが残っており、自律さ
れると、会社をやめるのではないか心配しています。これでは、一向に、キャリア意識改革
は、進みません。これからは、終身雇用などあり得ないことを自覚するべきです。

 定年延長は必要ですが、定年制廃止は、現在の社会保障制度を維持する建前上、難しいと信
じている人が多数います。

 少々高齢化社会が進展するにつけ、単純な定年延長だけで、問題は解決しません。時代は、
年々平均寿命が長くなり、すでに「100歳まで、現役で頑張ろう」という時代が訪れます。
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自律、そして、他の人を支援することで、自分がし
あわせになれる体験が一番求められているのです！

 このような状況にある現代では、定年目前にした５０歳代の人に、自律意識や自律の自信や経
験がなかったり、本来あるべき「わくわくする職場」「成長をささえあう協働の職場」「顧
客や社員を支援することで得られるしあわせ感」を体験したことのない人たちに、いくら「
100歳、現役で頑張ろう」と、科学的心理手法で対処しても、所詮無理な話になります。

 まずは、早めに、若い頃から、やれば自律して、できる自信をつけさせることが第一です

 そのためには、すべてのマネジャー・リーダーが、古い年功序列の終身雇用の妄想から、脱
却して、すべての社員に、自律することの素晴らしさを体験させることが必要になります。
この実現には、まずマネジャー・リーダー層の意識改革から始めなければなりません。

 「互いに成長する仲間をつくり、一緒に働いてない人も、仲間に巻き込む、頼まれなくとも、手助けす
る」ことです。このすばらしい職場の協力関係を、チーム内だけなく、その影響力を広げることで、し
あわせ感も増大します。職場から、組織全体から、地域社会から、感謝される機会が増えれば、喜び、
しあわせ感は一層まします。

 もし、ビジネスの目標との整合性が取れ、価値観が一致していれば、会社や組織からの感謝度は増加し
、しあわせ感も増します。だれも、職場であじわった「しあわせ感は、決してわすれません」

 成長をささえる職場風土があれば、「職場に感謝し、ずっといたい」と思います

 成功体験をストーリー化して、動画として配信すれば、職場のかたりぐさになり、多くの若者が自分も
体験したいと集まってきます。この積み重ねにより、会社は、持続的に発展することになるのです。

 ただし、注意すべきことは、職場の課題は、どこも違います。職場の仲間の経験レベルや、理解レベル
、育った環境、文化は異なります。その状況に最適な手法で支援してこそ、感謝され、成長して、結果
を出せるのです。

 一つの手法で、すべての課題に効果があるわけではありません。マニュアル通りにすれば、効果が出て
くるわけではないのです。だから、自分で考えながら最適な手法を選択することが重要になるのです。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 55



「しあわせになる」プロセスとは？

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

自己啓発
する

現状を把握
する

改善目標を
設定する

心に刻み込
みながら、
進める

継続して
頑張る

決して諦めず、常に希望を持ち、仲間と良好な関係を持ちつつ、少し
づづでも、成長することが、重要なのです！
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誰も、しあわせ感は決して忘れない！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

人は、言ったこと、し
たことは、忘れても、
その時の感情は、決し
て忘れません！

たとえ、それが将来も続
くかどうか、わからなく
とも、人は、しあわせを
求め続けるものです！

自分は、なぜ、しあわせ
を求め続けるのに熱心な
のか？
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誰もが、職場風土だけは忘れない！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

期待、経験、感情、ス
トーリーなど、個人的な
感情のつながりを作り出
す職場風土は、決して忘
れないものです！

オンラインでCentury21デパートメ
ントのサンプル版を入手可能！

58



ミレニアル世代/Z世代の若者は、
自律可能で、柔軟な適応性に富んだ世代です！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

適応力ある世代

Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

変革スピードの早い時代、高い適応力が求められ、目的意識
を持ち、自ら気付きを得て、地域社会にも柔軟に対応できる
かが課題に！

適応力ある世代では、できるものを制御し、変えていきます
が、できないことまで導入したり、抱え込むこともあります。
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従い、６つの原則に基づき行動すれば、

「しあわせ」を掴める人になれる！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

意味ある関係性を構築しよう！
話を聞こうとしない人には、

じっと我慢して、耳栓をしてい
るのではないかと思われ人にも、
成功事例や良い体験を語り続け
ます。

コミットメントを引き出そう！
 持続可能なブランドを構築し
たいと思いますか？

 資金や人財、所用時間を引き
出してますか？

 長旅での優先順位は？

透明性を高めるコミットを
しましょう！
 現実そのままに
 自分を出して、
 仕事と私生活のバランス
 信頼を得られる様に、メ
リハリつけて話をする

60

これからは、コミットメント、
コアバリュー、透明性、目的
意識、職場での良好な人間関
係、職場でのチーム意識が、
重要になります。



彼らは、６つの原則に魂が入れば、

「しあわせ」を実現できることを知っている！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

適切なチームを作れ！
 慌てて採用せず、ダメだと思ったら、

早めに見放せ！
 価値観に基づいて、雇用・解雇せよ！

目的を明確にする！
 毎日、何のために働いて

いるのかを考える
 給与とか、利益を超えた、

大きなビジョンや目的を
示せ！

会社のコアバリューと個人が求めるものとの整合性が取れてい
ますか？

幸福の科学が、何を示してくれるのかをよく見ることです！
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小社会でも、世界どこでも実現可能！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

常に、コミュニティの中で、科学、ビジネ
ス、人間関係のことを話し合いながら、徐々

に成長していくことが重要です。

従来の仕事のやり方を見直す良い時期です。科学、ビジネス、人間性の３つの面で見直す良い時期です。
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DH導入企業が、続々と受賞！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

医療業界でも実現できた！

Canpa:
カリブ海全体にわたる全国組
織および心理学者のグループ
の地域ネットワーク。心理学
の実践者、学者、研究者の専
門的関心に対応しながら、カ
リブ海の幸福と発展に役立つ
心理的知識、研究、スキル、
実践を促進するために組織さ
れています。

Source: Delivering Happiness, SHRM 2019 63



DHの浸透度を測定する指標として、
DH Indexを活用します！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019

各企業には、個別の職場風土本を作成します！参考
までに、Century 21のサンプルを示しました。
逐次、DH Indexの測定を実施します。
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これだけの会社がすでにDHを導入

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Delivering Happiness, SHRM 2019 65



飛躍的成長が求められるHR4.0時代をどう生き抜くべきか？

ただ、無理な飛躍は、失敗の原因にもなります。

HR1.0
（管理監督中

心）
•1940-

•労務管理中心

•怠け管理

•結果/効率重視の

発想

HR2.0
（マネジメント支援）

• 1970-

• 上から目線の人材マネ

ジメント（HRM）中

心

• 人事の主な業務は、採

用、人事考課、労使関

係、人材育成、他

• 結果よりプロセス重視

• スピード重視で、外部

人財の積極的登用

• 効率から効果性に

• スキルからキャリアへ

HR3.0
（ビジネス支援の時代）

• 2000-

• CHOとしての戦略的発想を求

められ、ビジネスへの貢献度

を問われる時代

• HRプロは、戦略的ビジネス

パートナー（SBP）に

• 潜在能力者、持てる強みを活

かし、エンゲージメントを高

める

• 内部人財を後継者に！

• 人財は会社の宝としてプール

し、育てる

• 将来を見据えた戦力計画とタ

レント・マネジメント

HR4.0
（飛躍的成長を求めら

れる時代）

• ネットワーク仕組みの激変

にあった職場環境づくり

• Exponential organization

• 目標/プロジェクトの見え

る化

• 明確なPurpose意識の共有

• OKRによる目標管理

• Real time feedback

• 最新型Performance 

management

• People management

• Talent analytics

• Employee Lifecycle

• Social Enterprise

• Sustainable CSR

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

皆さんは、どのステップにありますか？
必須のステップを飛び越えて、飛び上がろうとす
ると必ず、無理が生じて、失敗する可能性もあり
ます！ 要注意です！

出典：SHRM2012 Talentomics, KellyOCGを参考に修正 66



インド系社長が中心に進める
マイクロソフトの意識改革運動

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

インドでのソフト開発が進む

マイクロソフトでは、インド系
社長が中心になり、社内の意識
改革が急速に進展しています。
その一端が、SHRM 2019に

て、発表されました。

Source:  Cultural Transformation at Microsoft, SHRM2019 67



タレント動向の急速な変化に伴い、
マイクロソフトでの意識改革の必要性が

急速に高まっています。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source:  Cultural Transformation at Microsoft, SHRM2019 68



会社の目標達成のため、全社員が協力して推進する
態勢を整えています！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

出きるだけ多くの人や
協力会社に権限を委譲
して、良い仕事をして
もらいます。

Source:  Cultural Transformation at Microsoft, SHRM2019

他の人を育てて、良い仕事
をしたいと考えている人は、
是非、うちの会社に来てく
ださい。

世の中を変えたいと思っている人、育てる気
持ちを持った人は、ぜひ我が社にきてくださ
い。きっと、最高の職場だと思うでしょう。

色々の考え方の人が、一致協力して、仕事
をすることで、何か違うものを創造するの
が、マイクロソフトです。
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マイクロソフトでは、色々な分野の知恵を活用し、
新しいエネルギーを生み出すリーダーシップが求められています。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source:  Cultural Transformation at Microsoft, SHRM2019

 従来のものとの明確な違いを見出し、新し
いエネルギーを生み出し、成功に近づける
のが、我々の目指すリーダーシップです！

 決して、排除したり、けなしたり、足を引
っ張ったりしないことです。

 色々の手法の良い所を活用して、新しい力
を生み出します。

 例えば、脳科学の分野でも、あらゆる知恵
を集結して、革新的進歩を作り出します！
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マイクロソフトでのリーダー、マネジャーとしての
実績は、かけがいのない人生体験になります！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source:  Cultural Transformation at Microsoft, SHRM2019

マイクロソフトは、
誰もがリーダーとして
の潜在能力を持ってい
ると考えています。

明確なマネジャーへ
の期待があります。そ
の心を実現することで、
マネジャーとして生き
残ることができように
なります！

有能な人材を巻き込ん
で仕事をする体験ができ
ます。これは、素晴らし
い体験になります。
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マイクロソフトは、共鳴と協創の世界を目指し、
これに近づくための意識改革を、全社で推進中です。

デジタル時代の職場は、従来の職場とは全く違います。

我々が職場に持ち込んでいるマインドセットは、仕事の目的を最初から
、明確にして、創造的で、皆が成長でき、互いに喜びあう姿があり、これ
こそが、まさしく本物だと言えます。
これは、正しく、共鳴と協創の世界が広がっている姿と言えましょう！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source:  Cultural Transformation at Microsoft, SHRM2019 72



現場のメンバー

（一般社員、派遣社員、派遣、パート）

現場リーダー

（係長、主任、メンター）

中間管理職

（課長、部長）

幹部層

（社長、取締役）

激動する市場変化に対応し、飛躍的成長を遂げるため

共鳴と協創の５つの共有関係を確立しよう！

相手の気持ちに共鳴し、それを実現するために、協力して新しいものをつくりだし

（Co- creating）、互いが進化し・育つ（Co-evolving）環境を目指しています！

情
報
の
共
有

価
値
観
の
共
有

目
標
の
共
有

メ
ン
タ
リ
ン
グ

権
限
の
付
与

責
任
の
共
有

成
果
の
共
有

実行責任はメンティ、
育成責任はメンター、
監督責任は上長に

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.
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マイクロソフト、従来の評価法を大転換！

 2013年11月、バルマーCEOは、すべての従業員に対して、GE式ランクづけ
法を廃止し、コーチング＆人財開発モデルに転換すると発表。

 従来、個人の実績に焦点をおいて、ランクづけしていた伝統的な評価法から、
チームワーク、協働活動、メンバ-の成長、人財開発に力点をおいて、迅速な対
応を可能にする評価体系に転換する方針。

 具体的には、次の４点をあげている
 チームワークと協働：①基本となる個人の業績の他に、②チーム員のアイデアにどれだけ磨き

をかけたか、③他のメンバーの成功にどれだけ貢献したかを評価。

 従業員の成長と開発：互いに啓発することで、成長できたか、他のメンバーの潜在能力を引き
出せたのかも評価の対象にする

 ベル・カーブ不要：今後は、ベル・カーブにとらわれることなく、決められた予算の枠内で、
配分を自由裁量で決められる。

 ランク付けはしない：今後は、ランクづけではなく、チームワーク、協働活動、メンバーの成
長度、更には、個人と組織の目標との整合性やタレント・マネジメントによる育成目標の達成
度に注目。

 結果：組織横断的な取り組み、チーム内でのコーミュニケーションと協働環境
を改善し、メンバー員の人財育成/開発を目指し、企業競争力の強化を目指す。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 出典：http://blogs.adobe.com/adobelife/2014/01/08/just-checking-in/ 74



ＳＨＲＭ２019、注目のセッション（10）
L&D, Career development, employee experience

テーマ タイトル 発表者 概要

06/24/2019

03:00 PM -

04:00 PM

HR's Already Gone Global: How to 

Use Social Media to Navigate 

Your Career

Renee Robson, Learning and 

Organizational Development 

manager , YMCA Victoria

若者に、将来のキャリアをイメージしてもらうには、SNSを
効果的に利用するのが、一番効果的だとするセッション。

06/24/2019

04:15 PM -

05:15 PM

HR Transformation Led by 

Employee Experience

Marcelo Godinho Ribeiro , 

Partner, EY

Oliver Kamakura, 

Partner , Ernst & Young

従業員の経験を通して、ボトムアップで意識改革を進める手
法を紹介します。従業員ファーストで、データ分析を通して、
判断を促す仕組みづくりになります。

06/24/2019

04:15 PM -

05:15 PM

Making Agile Work: HR’s Role in 

Empowering Success

Tracy Brower, 

Principal, Steelcase
職場で、アジルな仕事体験(employee experience)を経験し
てもらうには、人事としてどうするべきか、グローバルタレ
ントマネジメントを導入したスティールケースの事例を紹介
する

06/25/2019

07:15 AM -

08:15 AM

Choice as the New Competitor: 

Use the Employee Experience to 

Recruit and Retain Top Talent

(Competing in an Era of choice)

Stacey Kervin, SHRM-CP, 

Manager, HR Practice 

Group, Kronos

会社は、常に社員が魅力を感じ、職場に定着し、戦略的目標
達成に必要なスキルを持って、仕事に従事してもらうことを
期待しているとともに、従業員も自分の時間を持ち、色々な
貴重な体験を持ちたいと思っています。この動向を探り、ど
うすべきかを考えるセッションです。

06/25/2019

07:15 AM -

08:15 AM

Commute as a Benefit: Lessons 

from Delta Dental of Washington

Karen Aliabadi, Chief human 

resource strategist, Delta 

Dental of Washington

従業員にとって最大のベネフィットは、通勤時間と駐車が便
利なこと。患者だけでなく、従業員に優しい、労働体系を構
築することが、幸福と健康につながる。

06/25/2019

03:30 PM -

04:30 PM

Seeing the Big Picture: Business 

Acumen to Build Your Credibility, 

Career and Company

Kevin Cope, President and 

chief executive officer ,

Acumen Learning

将来の目指すべき方向性を示す５つのドライバーを活用して、
経営者の精神を育てるにはどうすべきかを考えます。

06/25/2019

03:30 PM -

04:30 PM

Building Competencies Through 

Designations: A Global Trend or 

the Answer to Real-Time Career 

Management?

Constantine Vasilios Kiritsis, 

SHRM-SCP, Founder and 

CEO, StudySmart

Professional qualifications (PQs)に関しては、いろいろな議論があ
るが、国により、企業内の必要性により、当然異なる。本セッション
では、米国、欧州、中東、アジアでの事例を参考に、変革、タレント
開発、マネジメントの動向を評価する。

06/26/2019

11:30 AM -

12:30 PM

The Skills Quotient: How to 

Determine the Skills of Your 

Organization

Kelly Palmer, CLO, Degreed 将来の戦力計画を策定する際、６０年キャリア計画をベース
に、必要なスキルを決めることです。その目的に役立つのが、
Skill Quotientです。この中で、自動化、デジタル化が必要
になり、新たなマインドセットが求められることになります。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 出典：SHRM2019 Conferenceのサイトから検索して、作成
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多様な選択肢が存在する現代、従業員経験の

機会提供で、タレント定着につなげる法！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

多様な選択肢がある現代では、優秀な社員
ほど、多様な従業員体験の機会が、社内に
も沢山あることを早めに知らせておかない
と、次の選択肢を追い求めて、離職する可
能性が高まります！

高収益企業と一般企業では、一体何が違うのか、
多様な人財獲得投資や着任支援活動、更には、従業
員経験機会の充実に力を入れると、何が違うのかを
考えるのが、本セッションのテーマです。

Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 76



複雑化する背景から、色々な選択肢の中から、
適切な対策を選択する必要があります！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference

複雑化した顧客

スキル不足

雇用関係

戦力の地域分散化 動的な政策と規則 急速な技術の進歩

優れた原価管理と運用

M&Iと組織の効率化

巨大化した仕事

多くの選択肢

現代の実体感覚
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ここ２年で、採用市場が活性化し、
初任給が高騰し、採用の質が問われることに！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

 人財を引きつける魅力を高めよ！
 色々な試みを試してみること
 会社がどんな人財を採用したいのかを明

確にせよ（EVPを明確に）
 企業価値と企業風土を高めよ
 労働市場ではどんな候補生を求めている

かに注目する

次の点で、候補者市場は変わった！
 候補者の募集数が増加(48-53%)
 年給社員の初任給が高騰した(73%)
 年給社員の採用経費が増加(47-48%)
 採用日数がかかるようになった(36-38%)
 採用の質が求められるようになった(37-

46%)
 離職率も増加した(32%)

Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 78



高収益企業は、一体何が違うのか？

人財投資と収益面で、大きく異なります！

 人財投資の面での違い
 訓練に対する投資、社内で流動性、従業員エンゲージメン

ト、ダイバーシティ＆インクルージョン、採用の質、定着
、リーダーシップ力の各方面で異なります。

 ビジネス収益面での違い
 顧客満足、コンプライアンス、ブランド力、革新力、有益

性、成長力・市場シェア、生産性の違いで異なります。

高収益企業では、何が違うのか？

 タレント開発での違い
 社内の人財パイプライン、人材の流動性

 採用時での学習レベルの適合性、どれだけスキルがあるか

 外部のパイプラインを構築するための教育機関と関係性

 技術と分析能力
 技術への追加投資

 現在、どんな能力があり、これからどんな技術が必要なの
かの具体的データ

 彼らのこれからの採用戦略を知ってもらい、それを活用

 個別化戦略(customization)
 これからどんなプロセスが待っているのか？

 どんなメッセージを持つべきなのか？

 一つのやり方で、全て適用できるとは思うな！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 79



それなりの先行投資をしている企業は、
ブランドイメージが高くなり、採用でも有利に！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

高収益企業 一般企業

時給労働者
年給社員

新しいツールや
柔軟な取り組み
をしていると
イメージアップ

Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 80



高収益企業は、インターンシップ等の採用前活動
に力を入れる傾向があります！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

時給労働者 年給社員
赤：高収益企業
灰色：一般企業

優良企業では、SNS
の活用、学卒採用、卒
業生のネットワーク、
見習い期間・インター
ンシップによる採用活
動に力を入れる傾向が
あります。

Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 81



皆さんは、採用経費や時間は、少ないほど良い結果になる
との迷信を信じてませんか？

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

高収益企業 一般企業

優良企業では、それなりに経費や時間
をかけて、採用活動をしているから、
良い人材が集まっていると言えます。

採用時間と経費は、少ないほど良いとは、必ずし
も言えないのが、現実です！

Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 82



ANSI HRM Standards

Cost per hire条項 の設定の意図とその概要

 Cost per hire条項の設定意図
 会社経営において、今後戦略的人事の遂行の核となるHRプロ、職場でのEducatorが育って

いるかどうかが、成長企業かどうかの重要な判断材料になっている。米国では、これを判断
する人材指標として、HRプロ一人当たりの人件費（Cost per Hire)の提示が求められる。
（従い、これが少ないから効率がよいではなく、将来に対する備え、定着率に影響をあたえ
る要素がある指数、投資家が将来性を判断する指標のひとつになる）

 Cost per hireの対象となる職種
 基本的には、戦略的人事を遂行するHRプロの人件費、例えば、採用、社内人事、アウトソー

シングするベンダー／供給者、社内外の講師や、教育関係者(Educator)、情報分析に従事す
るコンサルタントの費用（社内／社外）を含む

 Cost per hireの定義
 Cost per hire, Internal(CPHI): ガイドラインの指定された２７項目を含む社内試算用の数値を使用

 Cost per hire, Comparable(CPHC): CPHIで指定された項目の内、１６項目を抜粋して他社比較用に算出

した数値を使用

外部のコスト＋内部のコスト

 Recruiting Cost Ratio (RCR): ---------------------------------------------- X１００

初年度の一定期間のCompensation総額

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 83



これからは、セグメント毎に、
採用プロセスの多様化が必要に！

 これからは、多様な採用プロセスを使い分ける時代ですので、セグメント毎に個別の採用
プロセスを適用する必要があります。

 例えば、時間給社員は、キャリアフェア、社員の紹介、ハローワーク等による募集が中心
になり、この場合には、オンラインでの２週訓練を実施、インタビューで決定します。

 また、年給社員は、キャリアサイト、リンクイン、社内イントラネットによる社内募集の
場合は、アセスメントとインタビューがあり、90日程度の受入プログラムを実施するのが
普通です。

 不定期の経験者の中途採用の場合には、簡単なオリエンテーションと職場の上長によるイ
ンタビュー、職場でのOJTが課されます。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 84



インターンシップ等の事前の多様な人材獲得投資に力を
入れるかどうかで、高収益企業になれるかどうかが決まる！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

企業ブランド・採用マーケティング、各種の最新HRテックの有効活用が決め手になる時代

Z世代に一番効果的なのは、
SNS、インターネットであり、
採用でもHRテックの活用が鍵
になり、これを有効に扱える採
用マネジャーの存在が決め手に

Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 85



候補者に必要な経験があるか、
きちんと検証していますか？

候補者に何を求めるのかを明確にする

 セグメント毎にどんな経験が必要なのかを
明確に示せ！

 習熟度を測定して、監視する

 タイムリーに、透明性の高いコミュニケー
ションをする

 色々な技術を駆使して、やりとりをする

 定着に焦点を当てる

 エンゲージメントとパフォーマンスを高
めよ

 候補者に何を期待するかを明確にせよ

 組織の価値観や企業風土と調和する人財
なのか？

 候補生優位の労働市場なので、どうすべ
かをじっくり考える

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 86



効果的な新入社員の着任支援の実現を！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

新入社員の着任支援での課題
 マネジャーが多忙、社内調整の不備、効果測定の必要性、社内

業務の自動化不足、マネジャーの協力不足と説明不足、新入社
員へのfollow upが課題に。

 従い、次の３点の改善が課題に
 人員不足の改善

（チェックリストの活用、自主学習、ペーパーワークの自動化、組織
横断的チームを改善）

 説明責任と効果測定
（チェックリストの活用、知識の呼び出し時間の測定、チェックイン
の中身）

 プログラムの中身
（プログラムの一貫性、予算の増加、技術への投資）

Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 87



着任支援では、3Pの効果性により、
離職の可能性が２０％以上！

着任支援での3P改善を目指せ！

 人的交流支援(People)
非公式イベントの実施、グループでの着任、親代わりの

人を選任、上級リーダーからの挨拶、チーム構築、メン
タリング活動、関係者との面談

 業務支援（Performance)
業務の説明と役割分担、訓練、人事との面談、役割の明
確化、キャリアゴールの設定、コーチング、チームから
の期待とフィードバック

 目標設定と業績管理(Paperwork)
初日のアジェンダ、会社紹介、規則の概要、電子署名の
仕組み

最初の90日間の事例

 一般的には、左記日程を参考にしてください。

 最初の９０日の反応により、２０％程度の人が、
期待外れとして、離職する可能性があります。

 47％程度が、効果的と判断されますが、残り半
分は、効果的とは言えないと思われています。

 上級マネジャーが最初の段階で挨拶をしておくこ
とが、良いイメージを与えるために重要になりま
す。
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単純な仕事場を超えた、ライフサイクルの中で、
どれだけ良い体験ができるかが、定着の決め手に！

着任支援（onboarding) では、ライ
フサイクルのすべての面で支援していて
いることを知らせて、遠慮なく相談して
ほしいと伝えることが原則です。

キャリア相談、職場替え、子育て、介
護支援等を含めて、安全で気軽な相談を
可能にする環境の整備が重要です。

ライフサイクルの中で、

 キャリア支援、ライフ支援、子育て支援
等の支援等、どれだけ支援を得られるの
かを知らせることが重要です。

 提供できるサービスメニューや、キャリ
アパス等を示し、どう支援できるのかが
、定着の決め手になります。
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社員のライフサイクルすべてに適合した、
従業員体験(Employee experience)の事例を示せ？

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Competing in an Era of choice, SHRM 2019 conference 90



ＳＨＲＭ２019、注目のセッション（15）
Diversity & Inclusion, Gender issue

テーマ タイトル 発表者 概要

06/24/2019

07:15 AM -

08:15 AM

LGBTQ+ Knowledge for the 

HR Professional: Awareness, 

Etiquette and Best 

Practices

Tara B. Taylor, Education and 

Outreach director , Maryland 

Commission on Civil Right

近年増加傾向にあるLGBTを含めた職場での実践的な事前対策や対処
戦略を学びます。LGBTに関しては、従業員は５０％の確率で話をし
ないのが、普通ですが、これにどう対応すべきかです。

06/24/2019

01:30 PM -

02:30 PM

Shaping Hearts, Minds and 

Corporate Cultures: 

Effective Prevention 

Training in the #MeToo Era

Glen E. Kraemer, 

Partner, Hirschfeld Kraemer, 

LLP

コンプライアンス確認型の研修から、結果を引き出せる研修にどう転
換するかを考えるセッションです。セクハラ、パワハラ、職場での性
別動態学の研修に関する理解をます。幹部やマネジャーからの支援を
得るための配慮すべき点を学ぶ。

06/24/2019

04:15 PM -

05:15 PM

Changing the Culture, Not 

Checking the Box: 

Management Training in 

Today's Workplace

Joseph L. Beachboard, 

Shareholder,

Ogletree Deakins

ハラスメント、リーダーシップ、ダイバーシティ関連のマネジャー研
修をどのように進めるべきかをテーマにしたセッションです。社員の
エンゲージメントや、注目を集めるには、どうしたら良いかを考えま
す。

06/25/2019

07:15 AM -

08:15 AM

How to Manage and Exceed 

Diversity Return on 

Expectations (DROEX)®

Edward E. Hubbard, Ph.D., 

President & CEO, Hubbard & 

Hubbard, Inc.

効果的なD&I運動を設計し、結果を引き出し、関係者の期待を超える
には、どうすべきかです。そのために必要な７つの分析手法、ツール
やテンプレートを紹介します。ダイバーシティROEも紹介します。

06/25/2019

10:45 AM -

11:45 AM

Hiring the Formerly 

Incarcerated: HR’s Role in 

Making History

Richard Bronson, Founder 

and CEO, 70 Million Jobs
公民権法、女性の権利拡大、LGBTQ,時代の流れに応じて、何を考え、

変革していく必要があるのかを考えます、犯罪歴のある人等、これか
らの採用では、何を考慮するべきなのか？

06/25/2019

10:45 AM -

11:45 AM

Moving Beyond 

Unconscious Bias in the 

Workplace

Steve Pemberton, Chief 

human resources 

officer , Workhuman

D&Iの面で、無意識なバイアス(Unconscious bias)は、あまり注目さ

れることがない。しかし、採用や昇格査定では、重視される傾向があ
る。真のinclusivenessを考える場合、重要になります。この重要性を
問うセッションです。

06/25/2019

03:30 PM -

04:30 PM

Diversity for Hire: Attract a 

Talent-Rich Workforce 

That Improves Your 

Organization's Results

Scott Wintrip , 

President , Wintrip 

Consulting Group

なぜ、伝統的な採用手法には、問題が多いのか、多様なトップ人材の
採用で、意識の大変革を起こせ。４段階インタビュー法で、トップタ
レントを採用します。

06/26/2019

10:00 AM -

11:00 AM

Beyond the Illusion of 

Inclusion: Leveraging the 

Talents of Employees with 

Disabilities

Judy Young, Associate 

director, Scheinman Institute 

of the ILR School,

Cornell University

障害者の感謝の気持ちを拡大し、多層のダイバーシティの状態から、
インクルージョンの環境に進化させる方法を考えます。障害者を健常
者と一緒に働ける職場環境をどの様に作り出せるかが課題になります。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 出典：SHRM2019 Conferenceのサイトから検索して、作成
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職場での無意識な思い込みを乗り越えて！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

無意識な思い込み(unconscious bias)
が、職場の至る所であるもの。
これからのマネジャーは、これを如何

に克服して、若い世代に対応できるかが、
大きな課題に！

Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 92



無意識の思い込みが、職場の至る所にある！

これからのマネジャーにとって、Unconscious biasの改善が大きな課題

「アンコンシャス・バイアス」(unconscious bias) は
、日本語で「無意識な思い込み」「無意識な偏見」と訳
され、自分自身が気づいていない思い込みや偏見、先入
観を表します。瞬間的かつ無意識的に生じる知的連想プ
ロセスの一種であり、過去の経験や習慣、周囲の環境な
どから身につくものです。「男性は、料理が下手」「若
い人はITが得意！」「女性は、出しゃばらないほうがい
い」などが典型例。組織運営やマネジメントにおいても
、こうした先入観や固定観念が判断にゆがみを与え、適
切な意思決定の妨げになります。
米国の人気作家、マルコム・グラッドウェル氏の著書

によると、米国の「フォーチュン500」企業の約半数の
男性CEOについて、その身長を調べたところ、平均は6
フィート（約182センチメートル）で、全米男性の平均
を3インチ（約7センチ）上回ったといいます。身長が6
フィート以上の男性の割合は人口全体では約15％ですが
、調べた企業のCEOでは約60％にものぼり、さらに約
30％のCEOが6.2フィート（約188センチ）以上でした
。なぜCEOに背の高い男性が多いのか――人は無意識の
うちに「背の高い男性はカリスマ性や統率力がある」と
いう思い込みにとらわれていて、それがCEOを選抜する
際の判断にバイアスをかけるというのがグラッドウェル
氏の分析です。こういう無意識な偏見や思い込みがネガ
ティブに作用するケースを、unconscious biasと呼び
ます。

「理系＝男性、文系＝女性」といった固定観念も、よくあ
るunconscious biasの一例といえるでしょう。実際、企
業などが理系の研究職を募集すると、履歴書の内容には差
がなくても、女性より男性の採用率が高くなります。これ
は、選ぶ側が「理系といえば男性」と、無意識に関連づけ
てしまうから起こることだと考えられます。また、オフィ
スで雑用を頼まれたとき、男性社員が断っても評価への影
響は出なかったのに、女性が断ると評価が下がり、逆に、
男性が引き受けると評価が上がるのに対して、女性が同じ
ことをしても評価は上がらなかった、という報告もありま
す。これも「女性が雑用を引きつけるのは当然」という無
意識な観念があるからです。

IT関連の業界や職種では、若手に斬新な発想やイノベー
ションを期待する一方、ベテランに対しては、その能力を
実際より低く見積もってしまう傾向もあります。

理系に強い女性もいれば、高齢でも若々しい発想を持
つ人はいます。それなのに、性別や年齢などの属性に対す
る偏見にとらわれ、人を“色眼鏡”で見ていることに気づ
かないまま、せっかくの可能性を排除してしまいます。

ダイバーシティやハラスメントの意識が高まるなか、こ
れからのマネジャーや現場リーダーには unconscious 

bias の改善は極めて大きな課題と言えます。
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かつて、職場では、勝手な思い込みが
多々存在しましたが…

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

 数年後、直感的なひらめきが！

 ダイバーシティと、組織との同
化(Inclusion)の実現は、何と難
しいことなのか！

Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 94



現在の米国には、
こんな状態が存在してませんか？

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

1. 米国では、多くの種族が長生きして、多様
性がある社会に！

2. 労働力の半分は、女性になった！
3. 色々な考えを持った新世代が登場し、彼ら

の多様な経験に基づき判断する様になった
4. 障害者の社会進出、LGBTが出現した
5. 互いに結び付いたグローバル経済が到来！

 ベンチャー等の小さな企業が出現し、組織的な理解も
進んでいる

 多様性を認め、同化しようとする試みが進んでいる
 一人の人に仕事を与える傾向もある
 無意識な思い込みがたくさんあり、小さな不公平さが

蔓延している
 トップ企業がしていることに興味が集まり、
 持続可能で、統合的なプロセスを作り出せていない
 多様性を支援する団体も、組織の使命を作り出せてい

ない
 内外共に、説明責任を果たせていない
 勇気を持って、議論する学ぶ姿勢を作り出せていない

Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 95



これからの D&I活動では、
認知(recognition)が一層重要に！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

 多様性といっても、目に見えるものと、
目に見えないものがある。

 実際は、目に見えない、水面下のものが
、大きな影響を与えています。

 ４階層のdiversity

 これらをどう捉えているかで、対処の方
法は変わってくるものだ！

Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 96



組織の中での、小社会を作りだし、
互いに認め合おう！

 組織内の人達も、一つの小社会とし
て捉え、多くの人の考えを取り入れ
、自由に活動してもらうことだ。

 その活動、そのネットワークのつな
がりをクラウドソースとして、とら
え、見える化する。

 前向きな反応・態度を引き出し、互
いに影響を与えることで、新しいも
のが作り出されることになる

 重要な点は、すべての人が、互いに尊重し合
う気持ちを持つことだ。

 互いが尊重し合う気持ちにより、融合を呼び
、新しい息吹が起きてくる

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 97



相乗効果の見える化をしてますか？

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

インターネットが普及した現代では、もはや、
縦社会の組織ではなく、色々なものが、互いに
影響し合うネットワーク 組織になっており、
この中で、核になっている人を見出し、前向

きな相乗効果を引き出すことで、新たな創造が
可能になります。
これらの動き、相乗効果を見える化すること

で、新たな発見があります。

Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019

インターネットの時代では、左
記の様なネットワーク構造になり、
この中で、誰が、キーマンなのか
を解析して、彼らの活動を支援す
ることもできます。
また、核となる人財の認知と維

持が、死活問題になることもあり
ます。
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例えば、＄2000の投資が、
どんな影響を与えているかを把握してますか？

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 99



互いに認め合うことが、
組織に属している気持ちを作りだす！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

互いに認め合うことで、給与増より、
８倍以上、効果的だという結果に！
仲間と認め合うことで、互いに繋

がっている感覚を呼び起こし、これか
らも協力する気持ちが更に増す効果が
見られた！

Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 100



小社会の意識を高めることで、
企業の業績は、急速に改善することになります！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

小社会の意識を高めることで、ROAが３倍に、受
賞した人の業績は、54%向上し、離職率も急速に
低下した。

Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 101



女性社員のネットワーク力は高く、
５０％高い認知効果が認められた！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 102



男性は仕事中心、女性は、関係性重視の傾向

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 103



小社会での受賞体験により、
会社への定着率を高められる！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

 従業員は、自分のライフイベ
ントが、受賞した時こそ、最
高の職場だと感じる様になり
ます。

 それは、定着率が２倍以上に
なることを意味しています。

Source: Moving Beyond unconscious Bias in the Workplace, SHRM 2019 104



結論：D&I活動の成功を目指して！

D&I活動を成功させるには、

 何が効果的なのかを把握しよう！

 人や、その活動を、互いに認め合おう（共
通の言語をもち、互いに信頼する）

 間違いを正すのではなく、色々なやり方が
あるのだということを認め合おう。（プロ
セス、戦略、目標にも多様性を認めながら
も、統合する機会を持つ）

 トップから始めて、徐々に中間層に！

 所属意識を持ち、互いに説明し合う気持ち
が重要になります。

 自分のストーリーを語り、互いの理解を深
めましょう！
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ＳＨＲＭ2019、注目のセッション（16）
Business acumen, HR Metrics, People analytics

テーマ タイトル 発表者 概要

SHRM2019

タレント マ
ネジメント

Harnessing Data and Analytics
to Impact Talent Management 
Strategies

Carol Darling, Curtis Gray
Human Resource & 
Administration,BAE Systems,Inc.

BAE systemsは、英国の国防・情報セキュリティ、航空宇
宙関連企業であり、売上２兆4000億円、従業員17,000人
の大企業。BAEでの最新HRテックを活用したタレント定着戦
略としての戦力解析手法の一端を紹介するセッション。

06/24/2019
07:15 AM -
08:15 AM

Use Big Data to Reimagine 
Your Talent Support Strategy

JD Dillon, Principal , LearnGeek 職場にて、上級の進んだPeople analyticsを導入するには、
どうすべきか、個人情報をビッグデータとして集約するため
にタレントマネジメントをどう活用するべきなのかを考えま
す。

06/24/2019
01:30 PM -
02:30 PM

You Want Me to Do What?!: 
Introducing Analytics When 
You're an HR Department of 
One

Rich Huebner, Director, Data 
Architecture & Data Science

このセッションでは、HR analyticsを始める時、何から始め
るべきかを考えます。データ構造家戦略、記述分析、予測分
析等の違い、データの見える化手法等々を学べます。

06/24/2019
03:00 PM -
04:00 PM

Results-Based KPIs: 
Demonstrating Your Impact for 
Bottom-Line Results

Zahid Ali Mubarik, SHRM-SCP, 
CEO , HR Metrics

このセッションでは、結果ベースのKPIを開発します。組織
KPIと共に、従業員KPIとの整合性をとるプロセスを考えます
ISO30410/30411のmetricsの解説をしています。

06/24/2019
04:15 PM -
05:15 PM

Translating HR to Net Profit: 
Showing the C-Suite the Real 
Bottom-Line Impact of HR at 
Your Firm

David Lewis, Founder, president 
and CEO, OperationsInc.

経営層に対して、HR機能により、ビジネスにどのような貢献
があるのかをデータとして示すことは、大変重要ですが、従
来これをしていないことが多い。本セッションでは、費用対
効果ROIを活用して、これを示す手法を紹介します。

06/25/2019
10:45 AM -
11:45 AM

People Analytics for Beginners Giovanni Everduin, SHRM-SCP, 
Managing partner, The ETNICITY 
Group（Tanfeeth)

昨年に続き、ドバイのコンサルtanfeethが、People 
analyticsを始めるには、どうするべきかを紹介します。１０
のステップを進めることで、簡単に成功への道筋を描けます。

06/25/2019
02:00 PM -
03:00 PM

HR Metrics That Matter, and 
Making Metrics Matter

Shane Yount, 
Principle/author, Competitive 
Solutions, Inc.

２５年のスコアカード開発の経験から、実践的で、結果を引
き出せる、説明責任を全うできるHRメトリクス手法を紹介し
ます。

06/25/2019
03:30 PM -
04:30 PM 

Seeing the Big Picture: 
Business Acumen to Build Your 
Credibility, Career and 
Company

Kevin Cope, President and chief 
executive officer , Acumen 
Learning

５つのビジネス ドライバーを理解して、どうビジネスを成
功させるのかを考えます。幹部としてのメンタリティを開発
し、CEOやCFOの言葉を使い、従業員エンゲージメントを改
善する鍵を学びます。

06/26/2019
10:00 AM -
11:00 AM

Shyft: How to Create an HR 
Analytics Strategy

Wellington O’Neil Hepburn, 
Senior manager,Organizational 
Development, Training and 
Development, Commonwealth 
Bank

HR分析は、３つの分野での意思決定において、重要な役割を
示しており、競争優位を保てると言われています。企業には、
多くの人に関連したデータを包有しており、これを有効に活
用することです、このための重要なHRでのKPIは、何なのか
を考えます。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. 出典：SHRM2019 Conferenceのサイトから検索して、作成
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長年の「人財指標の達人」のセッション

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

１９９１に設立以来、毎年、metrics that 
matterのテーマで、毎年発表し続ける人財指標
の達人がいます。今年は、過去の経緯を発表し
ていますので、ご覧ください。

ISO でのMetricsの標準化が進展したことで、
新たなステージに入りますが、それは、競合が
増えることを意味しており、より実践的な手法
を提供することで、差別化をする努力が見られ
ます。

Source: metrics that matter & making metrics matter,SHRM2019 107



HR metricsの発展の歴史！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: metrics that matter & making metrics matter,SHRM2019 108



変革を呼び起こす起爆剤としての人財指標

人財指標を決めて、皆に示すのは、何かの意
図があるのが普通です。
当初は、企業内の意識改革の進み具合を示し

て、フォローアーに示し、会社全体を動かすこ
とを目指している。

会社の変革が、前進しているのか、売り上げ
以外の先行指標はないのか？

その指標として、次の３つを重視している。

 Business acumen(仕事の先行指標になる
もの）

 従業員のエンゲージメントを示すもの

 従業員の気づきを示すもの

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: metrics that matter & making metrics matter,SHRM2019 109



CS社のMetrics that matterモデルの誕生

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: metrics that matter & making metrics matter,SHRM2019 110



#1 指標: Business acumen ビジネスの先見性

先行指標になるための基本条件

1. 受け身の報告ではなく、能動的デバイスを活
用する

2. ただのデータではなく、何かの意味があるも
の

3. 教育し、話を引き出し、動機づけするもの

4. 見ることも、聞くこともできる指標であるこ
と

5. リーダーやチームが勝っているのか、負けて
いるのかがわかるもの。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

少なくとも、当事者が、その人財指標の
意味がわかっているもの！

Source: metrics that matter & making metrics matter,SHRM2019 111



#2: エンゲージメント指標

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

 効果的なエンゲージメント プロセスは、仮説条
件やその実践が、うまく機能しているのか、そう
でないかがわかるもの。

 仕事が前進しているのか、そうでないかのかが判
定できるか？

 言い訳が妥当なのか、そうでなかいのか見える化
されているか？

1. エンゲージメント指数が個人別に、見える化されて
いて、測定可能か？ もし、そうなってないなら、
エンゲージメントの風土が、明確になっていて、選
択的な存在なのか？

2. エンゲージメントは、感覚的ではなく、実践的です
か？ 仕事を進めるために、何をしたのか？

3. 指標により、いつ、どこで、どんな風にするかが見
えるか？

4. 不愉快に感じたことは何なのか？

5. エンゲージメントを測定する手段が存在するか？

各構成員が、どう感じているのか、何をすべきか
がわかりますか？

Source: metrics that matter & making metrics matter,SHRM2019 112



#3: どれだけ気づきを与えられるか？
３段階の会議で、解決する！

 問題解決のための３レベルの会議を持つ

 チーム内で解決できないものは、地域会
議(Area meeting)、さらには、組織横断
的全社会議(LT meeting)に上げて行き、
より高い視野で問題解決に当たる

1. 週６時間以上の会合はしない。従来のものを壊
すのではなく、どう再構築するかが課題に！

2. スコアカードや、エンゲージメントを見える化
し、状況に応じて適切な対応が取れるようにす
る。

3. 日毎のマネジメント システムにリンクしたコミ
ュニケーション サイクルの最後で、確認する
仕組みを作り、そのままで良いかをチェックし
ます。

4. 週毎会議で、仕事を追加するというより、仕事
がうまく行く方法を考える様にする。

5. 監査時の最後には、「この会議をすることで、
ビジネスがより順調に進むようになりましたか
？」で終わるようにする。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

チームの
寄せ集め 地域会議 組織横的会議

Source: metrics that matter & making metrics matter,SHRM2019 113



人財指標を活用することで、
我々が、目指す方向性は？

 駆け引きなしで、必要なものをとにかく含めること！
個々の重要な点を見える化し、関係部署を繋げて、一貫性を保ちながら
、持続可能な職場風土を構築してください！

 職場の人たち、チーム全体、会社全体にとって、居心地が良い環境を作
り、将来は明るいものだと感じるようにすることです。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: metrics that matter & making metrics matter,SHRM2019 114



着実な戦力計画の実現を目指す
英国、航空宇宙産業の中核企業 BAEシステム

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

英国の航空宇宙関連企業であるBAE systems
が、タレント マネジメントを導入する際に、
各種のデータや解析を如何に活用して、如何に
タレントの定着と戦力補強を実現したのかを示
す良い事例になります。

航空宇宙産業では、特殊な技術者が必要なため、綿密な戦力計画が求められます。これら
の技術者の定着率を高め、着実な戦力計画を実践するため、タレントマネジメントを実施す
ると同時に、人材データの解析をもとに、戦略的施策を実施しています。

Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 115



戦力解析(workforce analytics)は、
人事チームの核となるコンピテンシーだ！

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

社内でのD&Iの進展を見るには、マク
ロレベルでの分析とともに、ミクロレベ
ルでの分析が必要になります。
仮説を検証するには、機械学習が使わ

れ、多くの動向を参考にして、個人の判
断なされ、その後、チームとしての多様
性を知ることができます。
更に、１３分野毎に、報告書が提出さ

れ、地域毎の多様性データも検討するこ
とになります。

Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 116



年とともに変化する自発的退職リスク
このリスクは、年毎、地域毎、分野毎に異なる

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

2018年には、誰が辞めそうなのか,
誰がずっといるのかの確率を87%精度
まで改善しています。

2015年の分析と比べると、25％以
上の改善になります。
特に、高位層の人の退職リスクは一

番高く、中間層は中レベルになります。
何が大きく変動しているのかも把握

可能になりました。

Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 117



世代の違い、ランクや役職の違い
により異なる離職リスク

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

2015年より、離職リスク分析を行ってい
るが、世代、ランク、役職の違いによっても、
退職リスクは異なります。
特に、ミレニアル世代、HRリーダーの離

職率は、非常に高いと言え、これを防ぐため
の対策も講じています。

分析用の独自ソフト
も開発

Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 118



各種のデータを集めるその他の手段

BAEでは、退職防止、職場への定着促
進のため、タレント マネジメントを導入
しており、成果を上げています。

その中でも、特に、有効と思われるのが
、次の三つになります。

 戦略的戦力計画（単純な人員計画ではな
く、仕事をこなせるレベルの人材を、必要
な時に、きちんと揃えることに重点を置い
ています）

 各種の退職リスク削減対策
 401K 自主運用積立金制度

 成果給制度、褒賞制度、昇格制度

 優秀社員に有利なキャリア評価システム

 やる気のある人材への新規プロジェクトへの機会拡
充

 その他、多くのインセンティブ制度

 技術継承計画(succession planning)

 交代者を決めるだけの計画とは違い、必要な技術が
きちんと継承される計画があり、実践されたかを確
認する計画のこと。

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 119



一歩進んだBAEシステムの戦略的戦力計画
Strategic workforce Planning 

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

５段階の戦略的戦力計画を実施しているの
が、特徴になります。

将来予測

モニタリング

外部の専門家・専門組織による情報分析結果

Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 120



自動化・ロボット化できない業務が多く、

高齢の熟練労働者の継承問題が表面化

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

サービスセンターを設置する場合に実施
される技術者に対する事前調査

508,000の業務に対して、必要なスキルと現状に
対する調査が実施され、格差の拡大、熟練技術者の
高齢化が問題に！ 熟練した溶接工の絶対的不足。

 自動化、ロボット化に力を入れているが、生産
現場で必要なスキルの変化に追いついていけな
いのが現状

 調達部門で、実務経験者が少なく、支障をきた
している

 リーダーシップが不足
 作業スペースの不足 等が報告されています。

Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 121



2020年問題：高齢熟練技術者の退職リスク対策
Retirement Risk Planning

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

 2020年問題（熟練労働者の25 %が退職）にど
う対処するのか？

 雇用の断絶があり、バックアップできない
（42％が団塊の世代、21％がミレニアル世代）
 世代毎に考え方の違いがあり、技術の継承がうま

くいかない
 専門学校の卒業生は、経験不足ですぐに使えない

HRリーダーによる外科的対処が必要に

Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 122



居住地域に対する分析手法事例
Location Analysis 地域分析

地域事務所を新設・移動する場合

 影響を受ける従業員の通勤時間、通
勤距離を調査

 人材獲得をする場合、どの地域だと
有利かを検討します。

天候による影響調査

 事前準備事項
 特定社員に対しての安全喚起

 安全、健康＆環境対策の実行計画

 ビジネスの継続性確認

 従業員の安全調査

 ビジネスの回復計画の策定

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 123



Succession Planning 技術継承計画

現場リーダーの準備状況ダッシュボード

 将来のリーダーの準備状況の量・質の両面
での現状把握（次の６の視点での分析）

（経験、リーダーシップ評価表、パフォーマ
ンス（業績）、脱線事例（不祥事）、会社の
コミットメント度合い、実践でのリスク）

 成功事例での個人的なバイアス

分析の熟成度を高めるための重要な視点

 多くのデータ検証によりHRチームを鍛える

 データに関する統制と世話役を徹底して行う
 データの潔癖性を高める努力をするが、完璧はあり得

ないもの

 自前の分析官を育てる。
 まず、BI 開発者、データ サイエンティストを追加

 仕事に使えるツールを適用する
 データを抽出し、変換し、ロードする

 Excelか、機械学習させるか

 失敗しても、学習だとして、再度挑戦する

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved. Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 124



３段階計画で、データ分析を実施する

Harness data & analysis

©2019 Smart Vision Inc, Japan. All rights reserved.

タレント マネジメント戦略に効果を発揮させるため、各種のデータ分析は不可欠です。
どんな分野においても、データ分析は、欠かせないツールになります。

まず、地域の特徴、場所の利便性分析、スキルセット、摩耗率・定着率の計算から始め、
次の段階では、ビジネス計画の策定、欠かせないスキルを絞り出し、決定的スキルギャップ
のデータ分析を進め、更には、経営ダッシュボードに追加、モデル化や将来予測、迅速な対
策、底辺レベルでも、意思決定に活用する習慣をつけることです。

Source: Harnessing Data & Analytics to impact TM strategy, SHRM TM 2019 125



SHRM2019年次総会から得られた要点
従来のHR価値観が、一変する動きが徐々に進んでいます！

1. 飛躍的成長を引き出すには、人事が主導して、全社を支援する体系を構築し、職場全体で支
援する体系にすれば、例え、高い目標でも、実現可能になる！（HR4.0時代の到来）

2. 自律と自信、社員や顧客への支援で得られるしあわせ感を体験することで、成長し、その結
果として、会社の業績も伸びる！（ザッポスやDHの事例が例示）

3. 職場での「しあわせ感」が増すと、生産性、離職率・定着率が飛躍的に改善する（SAPの報告）

4. 高収益企業では、採用前から、有望人財に先行投資し、従業員経験、兼業を奨励して、成長
を支援することで、会社への定着が進み、高収益、持続的発展が実現できる

5. 適切な目標設定と結果志向・プロセス志向のKPI導入で、現場の意識改革を進めば、成功に導
くことができる。Cost per hireは、これからも成長を続けらえるかの指標になる！

6. 人財指標の標準化の進展で、将来、財務指標にも盛り込まれる可能性がある！
もし、良いデータを示せれば、ブランドイメージが高まり、採用、資金調達でも有利に！

7. 北米/中東/豪州のIT、金融業界では、People analyticsが急速に普及が進み、現場の意識改
革による競争力強化が急速に進んでいる（日本企業は、この点で、後進国並み）

8. 世界的な知名度がない中小企業でも、人財育成の仕組み(独自の教育機関、タレント マネジメ
ント等）を構築すれば、グローバル展開が可能になる（Cosentinoの事例）

9. 東南アジアの優秀人財の引き留めには、タレント マネジメントが必須に！(GE シンガポール）

10.経営幹部・マネジャーの登用で、今一番重視されるのは、ソフトスキルだ（LinkedIn報告）

11.ミレニアル世代のやる気と能力を引き出すには、効果的なReal-time feedbackが必須に！

12.トップダウン体質の組織に、ホリクラシーを導入しても、成功するとは限らない！
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次回の戦略的人材マネジメント研究会予定

 第62回 戦略的人材マネジメント研究会 （JSRHM 月例会）

日程： 2020年 2月 日（土）１５：００−１８：0０

 場所： 株式会社スマートビジョン 本社 セミナー室

 研究会テーマ
 現在交渉中です。
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SHRMコンピテンシー研究会 新規会員募集中！

 役割分担：

 講師：石川 洋、JSHRM 執行役員

 一般会員：約１０名前後

 開催頻度：１ヶ月毎に開催

 今後の予定（まだ、暫定です）
 2019年11月25日（月）：第45回SHRMコンピテンシー研究会

 テーマ： Behavioral competency, Critical Evaluation competency

 2019年12月18日（水）：第46回SHRMコンピテンシー研究会

 テーマ： Technical competency, People Domain, HR Strategic Planning

 時間：以前同様、19:00-21:30

 会場:  11/25は、日本生産性本部、第五セミナー室

12/18は、日立ソリューションズタワーB棟４階（品川シーサイド駅から徒歩1分）

 会場費：JSHRM会員／おためし会員は、1,000円、一般参加者、2000円

 参加条件：基本的には、JSHRM会員が対象ですが、お試し会員も参加可能です。

 研究会サイト：https://www.smartvision.co.jp/shrmcompetency.html
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SHRMコンピテンシー研究会
2020年のテーマ予定

1/2020 Talent acquisition（タレント獲得）

2/2020 Engagement and retention（エンゲージメントと定着）

3/2020 Learning and Development（学習と人材開発）

4/2020 Total rewards（トータル リワード）

5/2020 Structure of the HR function（会社の組織構造）

6/2020 Organization Effectiveness and Development (OED)
（組織の効果性と組織改革）

7/2020 Workforce management（戦力マネジメント）
( この中に タレント マネジメントと、パフォーマンス マネジメントを含む）

8/2020 Technology and data（HRテックとデータ）

9/2020 HR in the global Context（グローバル人事）
10/2020 Diversity and inclusion（多様性と同化活動）

11/2020 Risk management（リスク マネジメント）

12/2020 Corporate Social Responsibility（社会貢献活動）
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